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	助成金交付申請と書類提出の流れ
	6月下旬
	7月31日まで
	8月末頃
	9月末頃
	1月31日まで
	事前相談(随時)
	助成金交付申請の受付開始
	面談申し込み
	面談実施
	助成金交付申請
	事務局による書類・現地の確認
	緑化助成事業審査会
	助成金交付決定通知の発送
	完了報告・支払申請
	事務局による完了報告確認
	助成金の支払い

	東京都都市緑化基金
	街かど緑化支援のご案内
	令和8年度 募集要項
	２０２６年７月３１日(金)まで
	申請締切


	助成対象
	共通の条件と緑化箇所ごとの条件をすべて満たす必要があります
	東京都内かつ市街化区域で事業用施設の緑化である
	緑化後も植栽を維持管理できる
	緑化費用は2026年2月1日～2027年1月31日までに支払いが完了する
	申請箇所は、他の制度から助成を受けていない
	申請者は継続的な事業活動を行っている法人・団体である
	申請者の事業および緑化の内容は各種法令に適合している
	緑化箇所は、いつでも、誰でも利用できる道路や広場等に面している
	緑化箇所の前には塀等の視界をさえぎる遮へい物がなく、公開性がある
	緑化箇所の植栽には樹木を含む
	緑化箇所は、いつでも、誰でも利用できる道路や広場等に面している
	緑化箇所の前には塀等の視界をさえぎる遮へい物がなく、公開性がある
	多年性のつる植物等で継続性のある壁面緑化を行う

	壁面緑化
	非公開の屋上を緑化する場合、上空には屋根等の遮へい物がない

	屋上緑化
	チャート図

	助成内容
	助成金の上限は下記ⒷとⒸの合計550万円です。ただし、実際の交付額は下記「助成金交付に関する注意事項」の条件によります。
	上限５００万円

	助成対象範囲の 植栽等の経費
	上限５０万円
	緑化義務のない施設

	地上部、屋上、壁面緑化の 合計緑化面積(㎡)×10,000円
	緑化義務のある施設
	助成金交付に関する注意事項



